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S u r n r n a r y

Effect Of different media on the growth and fruit quality of me10n(C″ ご″物どs772況θ

L)plants was investigated The media employed were the fo110wingi granitic soils,

8ranitic sOils supplemented with chemical fertilizersi leaF moldi barnyard manure,

granitic s01に十1eaf mold(1:1[v/v]), 8ranttic sOns tt barnyard manure(111[v/v]);

granitic sOns tt leaf m。ld tt barnyard manure(111!1[v/v]);granitic s01s supplemented
、vith  dried  F772つ夕″αけα  Cノどす″冴″Jcα  Beauv  The  p10ts  Of  granitic  soils―■leaf
mold tt barnyard manure(111:1[v/v])showed the most excenent growth in terms of

plant height, leaF size, fruit size and weight, and thickness Of mesOcarp, together

鞘′ith high quality fruit Leaf mold itself and its supplement tO granitic s01ls tellded

to enhance maturation of fruit and increase soluble s01lds cOntent  lt seemed

possible tO use as the media only or8anic matters such as ieaf mold and barnyard

manure themselves, but they had sOme problems in r00t extenslon Practices most

suitable for each medium shOuld be deve10ped

本農場の温室では、冬期のトマ ト栽特と組み合わせたメロンの栽培が主力に行われている。メロン

は高品質であるアールスメロンを使用し、当地方の母岩である風化 した花尚岩上壊のマサJlを床土

に、混合有機肥料と硫酸カリを施肥して栽培している。

近年、化学肥料の過剰施肥による地力低下の反省から、有機物の必要性が見直されている。有機物

を使用することにより、果実の食味が向上したり、病害虫に抵抗力のある作物が育つと言われてい

る。これらの可能性を秘めた有機物を利用することは、労働力を低減させるためにも有意義なことと

思才9れる。

しかし、メロンは栽培環境に影響を受けやすい作物であり、土壌の違いがその生育に算える影響は

いまだ説明されていない。

そこで、ここでは特地の違いがメロンの4L育・果実品質に及ぼす影響を調査した。
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材料および方法

培地は本農揚の雄マサ上、市販の腐突土、および近くの農家によって、牛糞とオガクズで作られた

厩肥を使用した。試験区は 9区を設定した。すなわち、マサ上のみの区(M区 )、M区 に混合肥料を

150g追加した区(M2区 )、腐棄■のみの区(F区 )、厩肥のみのlX(K区)、休積比が
マサ土 :腐棄上=

1:1の 区(MF医 )、マサ上 :厩肥=1:1区 (MK区 )、腐業上 :厩肥=1:1区 (FK区 )、マサ

i:腐 楽 11:厩肥=1:1:1区 (MFK X)お よびマサ上に乾燥したチガヤを混入した区(チガヤ区)

を設定し、 3反 復して行った。

試験区の施肥は、元肥のみとした。このガラス室では、従来、油粕 :魚粉 :骨粉 :硫酸カリ
=10:

10:7i3の 混合肥料を30陀施肥しており、その場合 1株当たり234gと なるが、今回は残留肥料が

ないことを考慮して約50%増 の 1株当たり350gを施肥した。さらに有機肥料のカリ不足を補 うため

に、化成肥料を冬系、 リ ン酸、カリにして各25g分 を施肥した。濯水チュ
ーブは 4本配ダJした。

メロンはアールス東海R220を供試した。種子を 6月 10日に30℃に設定したインキュ
ベータで発芽

させ、翠日、育首土(クレハ)を入れたポットに移植した。これらを 7月 1日に試験区の上を入れた63

×40×15cmの`Fキ ャリーに 1株ずつ定植し、南向きスリ
ークォーターガラス室に 1列配置した。 7月

17日に適芯するまで、申丈を計測した。交配は 7月 20日から7月 25日の間に行った。

7月 29日に摘果してからは、果実の縦径、横径、および天業の横径を淑」定した。測定はほぼ 7日 ご

とヤこ行った。

収穫は 9月 6日に行い、 2日 後、央実の縦径、横径、重量、肉厚、および屈折糖度計で糖度を波J定

した。

結果および考察

1`生 育状況

草丈の推移を第 1図に示した。定植後 7日 目の淑J定ではほとんど差がなかったが、14日日ではK区

とFK区 の草丈が低かった。これは腐業上、厩肥の物理性が育苗土と大きく違 うため、根の活着が悪

く初期の生育が妨げられたものと思われた。21日目の波」定ではK区
・FK区 と他の区との草丈の差は

締まった。23日日の淑」定では MFK区 とMF区 の草丈が若千高く、M2区 とK区 が低かった。

天葉の横径の推移を第 2図に示した。MFK区 とMK区 は他と比較 して若可
1大きく、F区 は小さ

かった。しかし、F区 は他の処理区に比べてウドンコ病による病害が少なかった。

果径の推移を第 3図に示した。腐業上を令む処理区では、横径と縦径の差が生育にともなって縮ま

るのに対し、他の処理区ではその差が開いていき、果実生育の仕方に違いがあった。

2.果 実の品質

処理区別の央実の重尋:、肉厚、縦横径および糖度を第 4図に示した。チガヤ区ではウドンコ病のた

め呆実の生育が著しく劣ったので反復は 2となった。F区 とFK区 では呆実の成熟が早く、収穫時に

は裂果腐敗していたため反復は 1となった。腐葉上の言」合が多いと成熟が早く進む傾向があった。

重塁:はチガヤ区が最も重く、次いで MFK区 、K IXの順になった。F区 とMF区 が若千蛙かった

が、販売するには 十
一
分であった。

果実の肉厚はチガヤ区と MFKカ ミ比較的厚く、M2区 とMF区 が薄かった。

いっぽう、縦径は肉厚と同様で、チガヤ区と MFK区 が若千大きく、Njr 2区とMF区 が小さかっ
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た。横径はカヤ医とK区 が他と比較 して大きく、MF区 とF区 が小さい傾向があった。一般にメロン

は横径が縦径よりも若千上回っているものがよいとされているが、本実験では横径が大きかったが、

でこぼこになるいわゆるカボチャ果になった。
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第 1図  処 理区別草丈の推移
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第 2図  処 理区別天葉の横径の推移
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第4図 処理区別果実品質の比較

糖度はMF区 、MFK区 およびF区 が高かった。F区
では果実の成熟が早かったので、このことが

糖度の上昇に影響を与えているのかもしれない。
アールスメロンは、糖度が13度以上あれば食味は良

好とされている。今1引、糖度が13度以下であった
のはウドンコ病の発生によるものと思われた。真夏

栽培はウドンコ病がでやすく、対策が重要である。

以 Lの結果、生育状況では草丈、天業の横径にお
いて MFK区 が高い数値を示し、果実の品質にお

いても、縦径、肉厚、三畳および糖度の点で MFK区 が優れ
ていた。したがつて、マサ土に腐案と、

厩肥を施すことはメロンに良い影響を与えるものと思われ
た。

また、どの培地においても栽特はい]ム能であることが明らか
になった。今後はクンタン

・モミガラな

どの利用も検討したい。

いっぼう、今口1の栽培では雄水等を
一律に行っているが、処理区によって浸透性などが異なり、適

切な栽特方法ではなかった可能性がある。これらに
ついては今後、培地に適した雄水方法や回数など

を検討する必要がある。

有機物は徐々に空素が無機化するため、化学肥料と違い、残存窒素量
の半」断が難しい。また、材料

の分解によって午 物々■1性が変化することにも注意しなければならな
い。労働面から見ると、厩肥は

易分解性窒素が多く含まれるので、急激に分解されるおそれがあ
るため、定植の lヶ月程前に施し上

壊中で分解させなければならない。これらの、有機物特有
の性質に留意しながら使用する必要がある

が、有機物がマサ上に合まれた区で総合的な果実ぷi質の評価
が高かったこと、それぞれの処理区に適

卜F

処理区
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切な栽培方法によってさらなる古」能性があることなど、今後も有機物を利用する価値は 十分にあると

思わ'■た。

培地の違いがメロンの生育 ・果実|ドl質に及ぼす影響を調奄した。培地は、マサ 11区、マサ上に肥料

を追加した区、腐葉上のみの区、厩肥のみの区、体積比が、マサ上 !腐葉土=1:1区 、マサ土 :厩

肥=1'1区 、腐染上 :厩肥=1:1区 、マサ■ :腐葉 |:i既肥=1:1:1隊 :および、マサ上に乾

煉したチガヤを混入した区を設定した。草丈、天央の横径および、果実の縦径、肉厚、重量、糖度に

おいてマサ上十腐業上十厩肥区が高い数値を示し、メロンの栽培に最も適していた。腐FAr上を混入し

た区は成熟がl lHくなり、糖度が高くなる傾向があった。有機物のみの区(腐美土区 ・厩肥区)において

も栽特は可能であったが、育高土との物理性の違いから棋の活着に問題があると思われた。それぞれ

の処PL区にあった栽培方法の検討が必要である。
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